
 



































































１　竣工　全　影　西 南 面



２　竣工　全　影　正　面（西面）



３　竣工　全　影　東 北 面



４　竣工　全　影　南　面



６　竣工　初 重 軒（西面）

５　竣工　二重、三重軒（西面）



８　竣工　初重軒裏及斗 詳細

７　竣工　各重軒見上（西面）



10　竣工　三重軒裏及斗

９　竣工　初重軒隅及二重の高欄



12　竣工　二 重 詳 細

11　竣工　初 重 詳 細



14　竣工　三 重 詳 細（其の二）

13　竣工　三 重 詳 細（其の一）



16　
竣
工
　
内
部
来
迎
壁
裏
側

15　
竣
工
　
内
 部

 正
 面



18　竣工　初重廻縁詳細

17　竣工　内部天井廻り



19　修理前　全　影　西 南 面



20　修理前　全　影　正　面（西面）



21　修理前　全　影　東 北 面



23　修理前　初重軒裏及廻縁（西面）

22　修理前　各重軒裏及高欄（西面）



25　修理前　初重斗 詳細

24　修理前　二重・三重斗



27　
修
理
前
　
内
 部

 仏
 壇

四
天
柱
筋
四
方
と
も
桟
唐
戸
構
え
に
な
っ
て
い
る
が
、こ

れ
は
大
正
９
年

の
造
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

26　
修
理
前
　
二
重
・
三
重
高
欄

相
輪
は
昭
和
17年

の
台
風
に
て
折
損
し
た
。



29　
修
理
前
　

内
部
中
央
の
天
井

仏
壇
上
部
の
天
井
及
び
天
井
板
は
当
初
の
も
の
で
あ
る
。

28　
修
理
前
　
内
部
仏
壇
背
面
及
天
井

初
重
の
格
縁
天
井
の
格
縁
は
当
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
天
井
板
並
び
に

周
囲
の
壁
板
は
大
正
９
年
の
修
理
に
取
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。



30　解体　三 重 野 

野 はほとんど大正修理に取替えられたものと伊勢湾台風にて補強されたも

のであった。

31　解体　三重小屋組

桔木、小屋束、母屋、野隅木、とも大正修理において取替えられていた。
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34　解体　三重桁及斗

桁、斗 ともすべて当初のもので、斗 は各重の内形式が新らしい。

35　解体　三 重 尾 

尾 は松材で雨漏りのため仕口部分の腐が多かった。尾 尻の束も当初の

ものである。



36　解体　三 重 通 肘 木（其の１）

通肘木は側柱の沈下により湾曲になり、既に折損したものもあった。

37　解体　三 重 通 肘 木（其の２）

通肘木と尾 との仕口には、突付、 入れ、腮掛との三種類あった。



38　解体　三 重 通 肘 木（其の３）
柱真より外部が著しく垂下していた。

39　解体　三 重 台 輪
台輪には柱 穴はなく、大斗だほ栓が頭貫まで通っている。




